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agra 農業博〔共進会〉 BHG 農民商業組合
DDR ドイツ民主共和国 GPG 図書生産協同組合
KAP 協業的植物生産部 KOG 協業共同体
KOV 協業連合 LPG 農業生産協同組合
RLN 農業生産食品業評議会 SED ドイツ社会主義統党
1) W. Ulbricht. ZU'In okonom町 oJtenSys加 η desSozialiJ-nt町 inder DDR， 1968， Bd. 2， 
S. 5411 
協業的植物生産部 (415) 43 
VEB 人民所有経営 VEG 人民所有農場




















2) G. Gruneberg， "口ie回 zialistischeBetriebswirtschaft mus zum Allgemeingut aller LPG-
Mitglieder werden“.K.凹戸rat附九 1968，H. 1， S.2 協業をめfる植物生産と苔産の従来り
関係については論文①の52ベー ジと胴l注42'参同ω 今日でも，植物生産を優先的に，投資規模り大
きい畜産は国民経済的可能性に応じて工業的生産化(従って協業)を進める，とされている(例
えば，XI. Bauernko昭司sdeγ 1JDR，uberarbeitetes pr叫 o恥lt，1972， S.124fをみよ〉。
これには，植物生産のき苦働手段の方が陳腐化が急速だという実情も影響し亡いる.
3) H. WiIBig， "Kooperation封印ptk出 engliedin unserer LandwIrtschaft und Nahrungs 
gut目 wirtschaft“，Einheit， 1968， H. S， S.978 























5) Autorenkollektiv." Koop町 ationsbeziehung.四 Hauptkett四 g1iedfur die Weiterentwick. 
lung der Landwirt&:haft und Nahrungsguterwirtschaft"， FG四ρerat臼n，1968. H. 5-6， S.9 
この論文は H デー リソグが中心になってまとめた経験総括であり，以下盟強i世括@とするa
6) K. Groschoff u. a.， "Karl Marx， die K∞'peration und wir"， Kt.佃 Iteration，1968， H. 1. 
S.4/1ヨー-J.Kamper u. a.， "Zum Begri妊 KooperativePflanzenproduktion"， K(従事eratwn.
1969. H. 1， S.45 
7) H. Wachowitz， "Karl Marx und unsere sozialistische Landwirtschaft“. Einheiι1968， 
H ←5， S. 484 
8) H. Wirslg， a. a. 0.， S.981 
9) H. Kuhτ"ig， "Durch kooperative Arbeit in der Landwirtschaft mehr， bes.er und billiger 
produzieren“， Die Wirtschaft (B)， 1973， Nr. 22， S.18 

























































































〔出所〉 マイセンLPG大学経済組織経営担j織講陣の H白デー リ γク守中心Eする集団が1969年
度冬季アカデミ 用に作成した一覧演 (Ko噌 era加 n，1969， H. 12， S.10)と経験総括@
(脚注45)丘妊の叙述とを合成して作成L



















れば， K. Taubert， ，1三.omplexerEi田 atzder Ted皿ik“，Ei削 heit，1967，11. 2/D. Brendler 
U. a.， "Zur Organisation d田 Komplexeinsatz田 inder Pfl叩 zenproduktion". Kt同盟b町Llti抑，
I町0，H 8等がある。 尚， 先進KOGでは「技耐がKOGo.>範囲内でのi<n:ι圭産車症に杭合
されJ(K. Groschoff u. a.， a.a. O.傍点引用者入補助的脅働・生産分野の如<ZGE的組




リーソ(ここは協業政策の徹底の遅れた県である。 Vgl."Interview mit Genossen G. Ewald“， 
Koo向rati01九1967，H 5，旦 31.)を訪れた時や資本論100周年国際会議でのウルプリヒト演説
などがそのことを示している CW.lTIbricht， Das iikonomische System des Soz日lis閉山 m
der LandwI1官 chaftder DDR 1961-1969. 19'叩， S. 463企 u.S.477.)0 
12) E. Godau， H. Wirsig u. a.， "Kooperation und planmasige Konzentrat旧nund S~ziali 
sienmg in der Landwirtschaft '.， Wirtschaftswissenschaft， 1971， H. 12， S.1807f こ由討主丈
は技摘の共同コムプレックス設入を「製品別集積同上り部分プロセλ」としたくEhenda，S. 1811)。
尚，製品別集積〈専門的大規模生産〕の定義・必要性方法等はこの論文によく整理されている.




(Kooperation od. Kooperationsbeziehu碍 enin der Psanzenproduktion)の発展した
形態たる協業的植物生産 (KooperativeP畳間zenproduktion，共同植純生産ともいう)
の登場である。この転換を支え促進したのは，協業経験の蓄積とともに，新た
に開発又は普及し始めた労働手段，例えば大型自動コ yパイ γE512. 90馬力
トラクタ ZT 300明， 大面積スプリ γクラー，大型施肥機械等である。まだ




13) ZT 300は1967:年300台.1971年16200台保有された (XI.Bauernkongres .， a 仏 0..S 
56)。当時はなかったが，その後1ヨムプレ γ クスで 5000"'-'60叩 h3の投入面積を要するソ連製
トラクタ-K700その他が加わったo K700は1971年には300台投入され (Xl.Bau田マtkongre，β
， a. a. 0.， S. 56 u. S. 1l!J)， 後述のKAPデーデロウ責任者は8党大会で fK700が工業
的植物生産において革命的に作用した」 ζ とで来席のプレシ不7に謝d曹を表していた (Neu何
Dcutschland， 17. 6. 1971， S. 8)0 
14) X Deutscher...， a. a. 0.， S. 167. E 512の価格はコットプス県イェツセン郡のエルベの辺
にあるKOGハイデグク (1965年結成，タイヅDILPG7とタイプ 1LPG4，合計農地 8826ha
約1300人，法人KOG)の1968年の例では1組 (5台)が関連技術を含め約250万マルクの予
算だ 2た (R.HamITle四 lulleru. a.， "Unsere Hauptaufgabe irn Jah四 19GB “，Koo，戸 m
tion， 1968， H. 2， S.6)。馬鈴薯生産機械体系は今日も不十分だという ((Xl.B副 ernkongre.-β
， a. a. 0.， S. 56)0 尚， こ0当時の機械化の到達水準及ひと労働 国考樟式へのその影響につ
いてはA.Birkner， " Ideologische Aspekte d田むbergangszu ind国 triemasjgerProduktion 
in unserer Landwirtschaft“， Einheit， 1968， H. 3をみよ。
15) H. Wirsig， a. a. 0.， S. 978. 
16) 協業的植物生産へり移行の「過程は今年(1968年 引用者〉新型ワ山之イ:/E 512とその闘
連技術のコムプレックス投入によって非常に促進されたJ(G. Gruneberg， "Die weiteren A-
ufgabcn zur Durchluhrung dcr Bcschlusse des VII. ParteItages der SED und X. Deuts 
cher B佃町nkongresses“，Kootlア'ati叩.1969. H. 1. S. 7)。以下 E512については.KOG 
ロ『グチ~" プL ゲも含めて，特に注記しないかぎり A.Hahn. "Gesichtspunkte zutn 
effektiven Einsatz der Mahdrescher E 512“.K，四 lteration，1968， H. 5-6/G. Listner u. a.， 
"Ergebnisse und Schlusfolgerungen aus dem Komplexeinsatz der Mahdrescher E 512lll 
der Erntekampagr，e 1968“， Ko.暗 eration，1969， H. 5-6/E 512のメ一刀ーVEB農業コンビ
ナ ト"F ortschri t“のリ フレツトによる.リーフレッ tは昨年 (19721f-)末捧述の KOG
ロマッチヱノレ プレ ゲを訪問された大阪外大の村田武氏から拝惜した巴 民の間取では E 512 
は農業での提案運動〈恐らく草芳清運動のこと〉の成果であり，又相当数は輸出されたとL、う。
尚，農業について民から色々な御教示を得たa 記して感謝の印としたい。
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1967年に若干のKOC17) に実験投入され，翌年56組 (1組 5台〉が 128144


















耕床地整手備 入・ 耕・ 苗作 I 80 I 50 
コ山イン併殺 I 22.0 I 8.2 粒・ワラの ビング
計 l別 H
























i① 7シトン当労腕出叩什 M I N | 0.5"""'0.58 
@h:l当コスト (マルク)1 問団 I 521叩 444.40 
③デシトソ当コスト〈マルク)1 26.17 1 19.31 1 13.89 
④ ha収量ニ岳/④(デシlγ)/ 24 27 32 
50 (422) 第 112巷第6号
lOkm ・うち 8~9 割が一般道路の場合， 3台の E 512を1組として使うと
8~1Oト Y積トフック 4 台を要するのに対し 5 台 1 組だと卜 7 ックは 5 台で
済む。従って「経験的には5台 1組が特別有利J(前記リ フレッ 1.)で，通例そ




量であった KOGロマッチェノレ・プレ ゲはこの共同作業計画化に優れ E
512の実勤時間(=投入時間ー待機時間一補修時間〉が95.93%と，全国平均85.55%
を大きく hまわった問。
ところが， 当時このKOGの E512投入耕地は 393作付区画・各区画平均
9.6 ha (穀物のみでは 11ha)であり，計66日間の投入だったので 1日平均6区画，
従って 1 日 5 回の配置替を要した。配置替は迅速でも 1 回当が 1 組の 2~3 ha 
の刈取時間に相当するという。そこで第3に，作付区画の大規模化と関連土地
改良が必要となる。 196間三の全国平均では 1日に 8.3時間投入し 1組当 47.9ha
を刈取った。従って，区画鉱大効果や交替労働を考慮すれば 1区画 50ha以






製品別集積の進行 G重度〕と程度の新たな尺度」が生じた叫。 しかし， LPG合
20) 第1凹農民会議では 1250"-'15帥 h とし、う (EuI::JIda，S. 119)。
21) 当時全国平均でLPG当¢穀物作付は 120haであった (H.Wachowitz，仏仏 0.， S. 479)占
22) 当KOGはドレスデン県 vイセン制のムノレベ流域(マグプフゃノレクに次ぐ沃野〉申5LPG.農
地約 5000haから成る(村田氏の間取)， ここでは待機時間極d、化のため過失による E512休
止1時間当日凶マルク0罰金が協定された。 コス l面でも ha当75マルクの予定に対し実績は
57.77マルク(従来のコンパイソ E175では90"-'100マルク)であった。


















23) H 鴨川市ig，a. a. 0.. S. 976f./K. Gr岨 choffu. a.， aι 0..5.2 
24) H. Wirsig， a. a. 0.. S. 977 
25) H. W HdlOwitz. a仏0.，S. 480/G. Godau， H. WiISig u. a.， aι0.，5.180θ'jR. Halmert 
U. a.， "Einige G工undfragender Weiterentwicklung des sozialistischen Agrarrechts “， 
W凹Z.Karl-Marx-Univ.， Ges.-u. Sprach叫is.R.， 1972. H. 5， S.467等々 随所。
26) B. Kiesler， "Entwicklungsprobleme unserer Landwirt8chaft“， Einheit， 1971， H. 6. S. 723 
27) 協業政策確立後もしばしば大型合肝(，より安易」な道)への志向が地方にあり， ζの頃には
円レ県農業評議会カ3問題になった (G.Ewald， "Zu einigen Problemen der Fuhrungsta同 keit
zur Ge，;taltung des凸konomischen Systems des Sozialismus "， JG∞)tera出 n.1968， R 3， 
S.5)， ζの立場に対して第10回農民会議は協業の諸効畏とともに， 特に協業が弦術的組織的
措置に対する共働自体による人的結合(社会的プロセス)先行の道だとの視角を強調した〈λ7
Deutscheァ Bauernkongres，. a. a. 0. S. 160)。尚， こり頃の協業路線の意義づけは上掲グ
アホゲイツツ論支〔特に480-.品4ベ ジ〉がよくまとめている。
28) K Groschoff u. a.， a.a. 0.. S. 45jH.-J. Kamper u. a.，仏 a.0.， S.45 
29) H. Wirsig， a. a. 0.. S. 979 



















illLPG6， 同I 2， VEG1から成り，約1000人・ 8550haの農地である問。
やはりここも畜産の集積・専門化， 大型サイロ・ ACZ (農業化学セγタ 〉・
馬鈴薯貯蔵施設建設，穀物・馬鈴薯甜菜の収穫作業等の一時的共同技術投入





32) 当KOGについては，Protokoll des VI. Partei向ges止rSED， 1967， Bd， " S， 293ff-lF 
Dorn， "Die Lehren von Karl Marx sind unsere standige Arbei包a;rundlage“.Kooρerat町民
1同7，I-1 5/F. Dorn u. a.， "Die Verwirklichung der Prinzipien d曲 sozialistischenBet 
riebswirtschaft “ • Kooρ'eration， 1968， H. 5-6jF. Dorn， So-zialistische Betriebswirtschaft 
und Kooperation， in X. D四 tscher...，a. a. 0月-r.Kaufmann， "Kooperation in der PHan 
zenproduktion“. KDoteration， 1968， H. 11 N. [脚注3u叩諸士献による。
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営J)実現の先進として最も有名な LP G ，~Georgi Dimi tro宜“ノイホラ γ ト







33) "Fur uns， fur ur旭町eRepublik: B田 serrechnen und wirtschaften "， Koope唱 tion，1968， 
H. 2 (Neues Deutschland， 12. 1. ]9曲).V gl. G. Ewaldィa.a. 0..旦 4
34) iノイホラゾトシステム」とか「ノイホラシトの経験Jと呼ばれ， LPG内を単独責任者の管
理ずる専門部(さルク部等)に編成し，各々に経清的独立性をもたそ， i商品プ貨幣的結びつきJ
の住婚をもっ経営円契約で繋ぐことに特徴がある。詳細は， 脚注目の文献のほか， H.-J. Schu 
ffi"四"lu. a.， "Die Entwicklung e岡田 einheitlichenVergutunp;ssystems in der LPG Neu 
holland "， Die Deutsche Landwi悶 cha，舟， 1966， H. 4/F.-K. R晶sam，"Erfahrung四 ffiU
innerb吐riebliehF'nVerrechnungsPreisen in der LPG Neuhollan-d “， Die Deutsche Land-
=，吋scha;.舟ら 1966，H. 9/F.Dorn， "Wie die Betriebsplanung 1966-67 durchgeftihrt wurde "，
Die D四 tscheLa町iwi吋scha.昨 1966，H. 11などを一般的には， Kollektiv. Die marxis. 
tisch-lenin叫 ischeAg市中nz'品.1965， S.248旺月王 Heuer，Zur Entwicklung der g叩"
提出:chaftlichf'nDemokratie im n ふ S. in Zum neue冗品nn回?叫品開 Sysf四 Z 肌ゐf
Landwirtsc}問ift，1965などをみよ。ノイホラント方式は "g回 66に展示され， そ白時エヴア
ルトカミ全LPGがそれに倣えとLた CG.Ewald. . Zu Fragen der Organisation und Leitung 
“， Die Deutsche L印 d比例schafム19田， H白 10，s. 468)杭タイプI等への図式的適用は
戒められた(丹市kol.. 仏 a.0.. S. 196/G. Grilneberg， "Die回 zialis出che “.a. a. 0.， 
S. 4 u. a.)o とり紹験をKOGノイ永ヲント νベルに適用したのが植物生産部である。 i協業に
よって社会キ義的経営運営諸原則をますます完全に適用することができJ，社会主義的経営運営
諸原則の実現は協業の「発展の安定した基盤であるJC瓦 DeutscherBa出 rnko噌問:s..， aι 
口， S. 157而岩の関係の詳細は H.Wachowit:;o.ιι0.， S.483fをみよ〉。
35) 彼は農学アカデミー準会員でもあり，創刊以来1972年 6月号まで叩応出少eratzon誌編集員の










































W. IIahu， (7，仏 0..S 出.??
















マルクス .yュタザト県フライベノレク郡のタイプmLP GlO，同 1 9， VEG 
1から成り，合計農地似OOha・1870人という大KOGポプリッチターノレ叫は
36的)W日a品hn九， "Mebr， be由s措s田悶e白rund bi凶lig日沼erdurc品hK心』臼‘ρ町G氏κ句司p駅p問er問at加1凶onin der P問fla叩n凹1沼田z配en即prodU唯k三蜘'<c副肌C凹岨E乱♂工f‘“4
Ko叩oper，巾a叫ιion.1冊B，H. 5一-6をみよ'もつとも，当初から ζれは l過程的蝉決」と位置付けbれ，
翌年画期的な突出をする.次稿でみるところである.
37) V gl. W. Ulbricht， Das ak01Wt.町sche...，a ι0.， S. 410. 
38) E. Schafer u. a.， "E四 teErfahrungen bei der Urganisierung der k∞perativen Pilan 





kongres.... G. a. 0.. S. 124)。本稿で取上げている日は①と④可ある.
40) [1}は紙散の都合で省略する。 KAP;&lf共同肢術投入からある程度類推されえよう.
41) 当KOGについては， "Kooperation braucht keine besonderen Beding皿 gen"， &0.ρera. 
Z幻wn叫， 1967，H. 3-4/ A. K王unzeu. a.， . Kooper四ationhilf仇tbe白ider ~白臼当批t包geru旧ngder P四 duktion'γ‘“
1四96団8，H. 5 一-6/W.T百1由zロ皿nelu. a.， "Schri式tt同、we剖"匝een副twi民cke忽揖剖lnwi江rdi抱eKo∞。p伊e目 t回lωm且1 m der 
Feld- und G凶 nlandwirtschaft"， Kooterat白n，1剖，9.H. 5-6月V.Eberle u. a.， . Probleme 
der Planung und Leitung in der gemeinsamen A出目t“，K，ω'terat日叫 1969，H. 9/W. 







ランデYプノレク県プレ γ ッヲウ郡にあり，タイプIIILPG7とVEG1， 計約





KAP (Kooperative Abteilung PDanzenprodukt山 1)叫は「協業と生産組識の 1
発展段階で， 農業の工業的生産方法への移行の際に決定的役割を果すJ (後述
経験総括@5.3，傍点引用者)。その主要内容を，中央RLN社会主義的経営運
Timmel u. a.， "Genossenschaft1iche Demokratie und K∞peration“， Koo.戸ア百ion，1969. 
H. 12/E. Rothe u. a.， "Materiel1e Interessiertheit bei freiwilliger Zu岡田田町arbeitin der 
Feld. und Grunl叩 dwirtschaft"， lG回terati.on，1970， H. 2による.ここのKAPは19閏年春
にまず3LPGCIII2}-.Il)左VEG町一部匹揖によ η て作られ，その杭に9酔営が奉加し，
翌年1月から全経営が審加しむ
42) W. Ulbricht. Das okonomi . clw ."' a. a. 0.. S. 44:2正 U.S. 465ん Interview “，G. a 
0.， S.4 
43) 以下当KOGは..Mecklenburg， wie hast Du Dich verandert “， KooTeration. 1969， 
H. 10jF. Clermont u. a.， "Unsere Erfamungen bei der Kooperation in der Pflanzen 
p叩 duktion". lG.仰向ratzo叫 1970.H. 7/N四~es Deutschland. 17. 6. 1971ん UnserWeg zur 
industriemasigen Produktion"， KooteratWn， 1971， H. 9/S. Schulz u. a.， "Zur Leitung 
und Organisation unserer FutterPloduktion“Kooperation， 1972， H. 6/ Xl. Bauernkon . 
gre.β ， a. a. 0.， S. 156ff./E.-M. Simon u. a.， . Zielbewuβ.te Vorbereitung der Kader fur 
die industrie叩 asiJミeProduktion“.K.山 ρ.erat削1-.1972， H. 9によるー ここへは1972年6月に
ホーネッカーが訪j片しているヨ
44) 単に「協業約植物生産」 あるいは共同植物年産 f部】と本言勺たが，最近はKAPに統一き
れたようで，木稿はすべてKAPとする。「櫨物生産協業部」とも訳しうる1..-， kooperative Ab 
teiJung (協業部〉 非法人の協業組措体 CZGE/ZBE) が単独慣用されることからすれば
その方がよいかもしれないが， kooperative Bauab出 lungという表現もあり， とりわけ協業体
CKOG)の植物生産部又は協業的停産の組織の煮味なので，協業的植物4岸部とした.





!子文を寄せたKAPの経験総括46) (以下経験総括O とする)を玉と L その他の
文献と上述の諸KOG及びKOGグロッヒYゴッテノレン等の事例を加えて検討
する。 KOG グ~ ，ヒ γゴァテノレγはユノレアルト県とューノレハウゼン郡にあり，
1966年以来協力してきたタイプJIILPG3と同 r2 (KOGの当初には他に Iが3








45) "Erfahrungen der Genc渇senschllft~hmlern und Land町 beiterbei der kooperativen 2usaro 
menarbeit ihrer LPG， GPG und VEG “，K.ωIPeration， 1972， H. 1 ェヴアルトはこれを
「非常に貴重」としたく日間d.a， S. :1)0 
46) "Erfahrungen der G四 Dssenschaftsbauernllnd der Arbeiter der VEG bei der 包囲ffi-
menarbeit jn der KAP"， KIαψ庁出叩m.197己H.6 (Beilage) 
47) 当KOGは， "Unserem Namen Ehre getnacht“，Koゅeration.1969， H. 10/G. Cotte l. 
9.， "Zu einigen Erfahrungen hei der Entwlcklung der Kooperation in der P'flanzenpro 
duktion“， Kooperat国民 1970，H. 4/G. Cotte U. 3.， "Die Qualifizierung uns町"erLeitungs 
tatigkeit“， KooteraU(J1:ι1970， H. l1J..Zielstrel:tig or宮町田町田 wirden Ubergang zur 
industriemasigen Pflanzenproduktion "， K，οoperation. 1971， H. 10，んOrdnung...fUrdie Zu 
sammenarbeit in der gemeinsarnen Abteilung PHanzenprocluktion“， K，四'teration，1972. 
H. 1/ XI. Bauernkongres.. ， aι0.， S.378ff./G. Cotte u. a.， ，. Wie Wlr leistungsfil.hige 
Brigadekol¥f'ktive bilcleten“ Koo向日帥叫 1972.H. 12/G. Cotte u. a.， "Wie wir die 
Leitl官官statigkeite佐ktivgestalten "， Kooperation， 1973， H. 3による@
48) 経験総括@， S. 10/ X. Deutscher...， a.a. 0.， S.10lf月-1.Wirsig， a. a. 0.， S. 979/瓦
Gros拭d担任江 a.，a. a. 0.， S.4f. u. a. KOGノイホラγトには別に植物生産部評議会(詳細を














G. Cote u. a.， "Wie w江 dieLeitun胆tatigkeiteffektiv gesta1tcn". Kooρeration， 19TI， H. 3， S.117. 
二二コ
(出所〕


























50) W 〆、ー ンははじめから協業評議会をKAPと各経営の畜産左目コー ディネ一、ノョン機関とし
ていた (W.Hahn. a. a. 0.， S.36)。とすればKAP自体は単独責任制による管理が強〈なる
〈協業評議会組合員総会等へのKAP長。報告義請はある入
51) 経験総括@では.KAP長と簿記主任。任免は郡RLNo:o同意を要する (5.6)。




















が重視される。第2図の如く， 3000~4000 ha以上で 6つ以上の生産ブリガ
ーデのあるKAPは， KAP中央とブリガ デの中間に「領域」を設け 3レベ
ノレとされる〔組織の項参照〉。 尚，現在のテクノロジ一事情の下では， 25~40人





























55) S E D第 8田党大会 (1971'T6月〉の用語く.Berichtdf>f'.ヌKan den VIIl. Pa吋-eitaJ!der 
SED， 1971. S. 53)で，やや広義だが， I製品別集積」とそれにもとづ〈生産組織編成と日ぼ同







のLPGで多部門的に組織された畜産が』白、要である，等々 (Kooperatio払 1973，H. 8. S. 365)， 












業(カンパニア・コ テmイ不 シ三ン〉の大部分が領域にヒ、ノレト・イ Yされており，
悪天候等による収量異常の際のプレミアム・年度末報酬の調整が個別領域にお
いて可能く多作固なりで〉であり，領域聞は生産物別コーディネージョ γ くこれ白
方が比較的容易〉で済むからである。 しかも， ある調査では，各領域は 1500-







56) これについての詳細は，個別事例を別にすれば.J. Pause l. a. "Bi1dung standiger Produk-
tio田 :kollektive昨日Tllndl:'lgeder Pruduktions-山-WArbeitsorganisation der lwoperativcn 
PHanzenproduktion "， Fu叩)teratωn.1972， H. 11をみよ。グ戸ツセγゴッテルγ・デ デロウ
ノ、イデックを宮む7KAPの実態調査をもとにしている。
57) Eben，お， S. 14例示された諸KAPの数値の細部は他の文献と必ずLも整合しないので略すa





























J. Pause u. a.， a.仏 0.，S. 16f 〈出所〉
64 (436ヲ 第 112巻第6号
生産物別領域制(第3図の・@)は垂直協業を容易にするが，地域別領域制と












者はKAP結成時の 657haから1972年には 850haに， その市場生産が結成
前年の450Uトン前後仁文献こより差あり〉から 1971年には7400トYに上昇した








































〈出所) H. Kaufmann， a.a. 0.， .5.' l::f 
















































RLN ・農業食品業銀行との調整必要〕。 ノイホラ γ トは当初からそうで， しかも
中央農業評議会の同意の下に，当面統一カタログにより労働姶付に依存する基
本被酬とKAPやプリガーテの成果・個人が得た基本報酬等に依存する追加基
59) かつて LPGは週明労働単位当計画報酬叩 7剖だったという (Gnnμk~β 品γ Okc叫 Z草花
sozialistischer Landzιirtschatsbetn"ebe， 1966， S"230)。
60) ボプリッチタールとは，例えば，ある%働種類にコいてノルィが一致ナるLPG問にさえ評価
(該当世働単位〕に差がある(労働単位価額はむろん〉程で，ノルマー評i町ともかなり差があり，

























経営が「自己責任で決定するJ(経験総括⑥ S.19，傍点原文ゴシック体， !D S: 10 
も同様〉。しかもむしろ， IKAPにおける生産の一層の集積と専門化の過程。
中で良品全砕を協業的に運用するととが正しぐかつ必要であ引 C!Ds. 11，傍点
61) よれについては1972年6月10日に統一方針が出された . Richtlinie fOr den schrittweis阻
むberg阻 gzu einer einheitlIch叩 Geldvergutungnach der Leistung fur Arbeiter und 
GenossenschaftSmitglieder in kooperativ叩 Einrichtungender Pflanzen-und Tierproduktion" 
(}白opera嘘ion.1972， H. 7-8， S. 咽f.)である。VgL XI. Bauer.品加gτβ ，'a. aー0.，S. 127. 
， 62) 管理者報酬制度については省略せぎるをえないが， 197(]牛6月のSED13中総でミッター クが
}部にある「計画遂行に応じて報酬を受ける ζとを忌避する」傾向をかなり語気強く批判したふ




















デプルク県ゲγテイン郡にあり， タイプillLPG2・同'3(合計租合員8白人， うち KAP
393人〉が量参加L. 合計農地は約 5300ha. うち4割以上が牧草地だが，タイプILPG陪牧草
地を提供せず.KAP (19曲年1月発足〕から技荷投入を受けて生産向上をはかつているB 従っ
てKAPの農地はタイプEからの牧章地 1700haを含む胡Oohaである。詳細は H.Nurn. 
berger u. a.， "Kooperation-Hauptmethode zur B回目igungder Differenziertheit". K!町向
rat附 t，1970， H. 3/H. Nurnberger u. a. ，80 1四tenund planen wir. die Futterwi由 chaft
in unse四 rgemeinsamen Pflanzeqproduktion "， K(りoperation，-1971. H. ll/H. M町 eru. a.， 
，Gememsame Abte沼田唱 Pflanzenproduktionlost Entwicklungsprobleme der LPG Typ 
I“， Kooperat酎 t，1972， l王4をみよo KAP形成持の論争・タイプ'<0扱い等についての興味
深いレポ トとなっている。尚，当KAPは，前述の管理者報静問題でのさツタータの報告につ



















































































































GのLP G "Ernst Thahnann“ー 農地約 19日oha， うち耕地 10回ha強， タイプEー
の穀物の場合である)0 (1)各経営の当該作物のく1965~67年平均 h. 収量X1967
年作付面積) (20.4x554~11301， 6) と (2) その合計を算出し， く(1)+(2)X 100) 
%σ2.4%)を各経営の分配持分とする。
ともかく，土地(と土地生産性〕を除く生産手段提供比重や労働〈力〉派遣比重






















[2-3)タイプが [3-2)の典型といえよう。従って， [3-1)から [3-2)への発
展は単に分配・分担実務の単純化なのではなし KAPの再生産構造，再生産
様式の変化を意味する。
グロッセ yゴッテノレンは [2-1)から [2-3)への移行と同時に利潤組込み型
65) 計画以よの皿量向上ー ヨストダウ γ 対丹花白付等により.(3-1)に剰余が生ずればヨス}分担
車と提供農地面積に応じて分配されるe
協業的植物生産部 く447) 75 
協定価格を採用し， (1-3Jと結びつけて (3-2JとLた。 G.協力規則は (3-2J
的再生産の典型例といえよう。その水準は(1)利潤使用は法と計画の枠内で各L
PGが決定， (2)利潤の一部からKAPプレミアムフォンドを形成， (3)それ以外







経験総括⑮も基本的にはこの水準だが， やや進んだパリアント (3-2'っと L
て利潤の全部又は-ss(及び減価償却〕を投資用に留保する，但し，各経営のフ











こう Lた発展，持に， (3-2J乃至 (3-2')から (3-3)への発展は，持分間












最後に付言すれば G 協力規則は KAPからの脱退を「社会的に妥当な理
由」があり，全パートナー並びに郡RLNの同意がある時にのみ可能ιした。
各項目の連関や各々の細部についてかなり端折ったし， 若干の項目(決算方
式その他〕を省略した。 そのためいささか読滑られにくかったかもしれない。
しかし， KAPという必ずしも単純でない生産組織の概略的構造と発展諸段階
は明かになったと思う。
